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受動形の全体像

●受動現在の作り方を復習
すること。

●受動現在の最後が-tAAnな
ら受動過去は-ttiin。それ
以外の場合には、受動過
去は-tiin。

●条件法受動は受動過去の
-iinを-Aisiinに。

●受動過去分詞は受動過去
の-iinを-Uに。

●受動現在分詞は受動過去
の-iinを-AvAに。

（A=a/ä, U=u/y, O=o/ö)

A不定詞 受動現在 受動過去 条件法受動 分詞

tietää tiedetään tiedettiin tiedettäisiin tiedetty 過去

tiedettävä 現在

juoda juodaan juotiin juotaisiin juotu 過去

juotava 現在

olla ollaan oltiin oltaisiin oltu 過去

oltava 現在



受動現在形の作り方

●タイプ2~6では、最後の A
を伸ばして -n。

●タイプ1では A をとった語
幹に -tAAn。

●kpt 交替がある場合には弱
形。

●語幹の最後が A の場合に
は e に変化する。

（A=a/ä, U=u/y, O=o/ö)

A不定詞 受動現在

タイプ2 syödä syödään

タイプ3 mennä mennään

タイプ4 tavata tavataan

タイプ5 valita valitaan

タイプ6 suureta suuretaan

タイプ1

puhua puhu- puhutaan

lukea luke- : lue- luetaan

tietää tietä- : tiedä- tiedetään
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受動現在分詞の作り方―練習

●能動現在分詞の形に変える。

kirjoittaa 書く tehdä する

syödä 食べる nähdä 見る

kuunnella 聞く

hakata 叩く、切る

valita 選ぶ

kyetä できる



受動現在分詞の作り方―練習の解答

●解答

kirjoitettava 書く tehtävä する

syötävä 食べる nähtävä 見る

kuunneltava 聞く

hakattava 叩く、切る

valittava 選ぶ

kyettävä できる



受動現在分詞の使い方（1）

●「…されるような」という意味で、名詞を修飾する。

järjestettävä kokous「開催される会議」

huomenna järjestettävä kokous 「明日開催される会議」

●補語など形容詞と同じ働きをする。もちろん格変化す

る。

Ostan uuden tietokoneen.  私は新しいｺﾝﾋﾟｭｰﾀを書う。

Ostan kannettavan tietokoneen.
私はノートパソコン（「持ち運びのできるコンピュータ」）を買う。



受動現在分詞と関係代名詞

järjestettävä kokous「開催される会議」

= kokous, joka järjestetään

huomenna järjestettävä kokous 「明日開催される会議」

= kokous, joka järjestetään huomenna

En osallistu huomenna järjestettävään kokoukseen.

= En osallistu kokoukseen, joka järjestetään huomenna.

「私は明日開催される会議に出席しない。」



受動現在分詞の使い方（2）

●受動現在分詞はしばしば「…できるような」という意

味を表す。

syötävä sieni「食べられるようなキノコ」

juotava jogurtti「飲むヨーグルト」

●受動現在分詞は「… されるべき」という意味を表すこ

ともある。

luettava kirja「読まなければならない本」

käsiteltävä asia「扱うべき事柄」



受動現在分詞の使い方（3）

●「on + 受動現在分詞」で「…しなければならな

い」という意味を表す。主語に相当する語は属

格になる。

Minun on lähdettävä.「私は出かけなければならない」

Onko sinun mentävä?「君は行かなければならないのか」

Ongelma on ratkaistava.

「その問題は解決しなければならない」



受動現在分詞の使い方（4）

●語彙化した受動現在分詞も多い。

juotava「飲み物」 syötävä「食べ物」

luettava「読み物」 sanottava「言うべきこと」

tehtävä「やるべきこと、課題、仕事」

kysyttävä「聞くべきこと、質問」

huomattava「注目すべき、著しい」
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